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地
域
防
災
の
核
を

育
て
る
た
め
に

質
問
地
域
防
災
組
織

の
現
状
と
今
後

の
展
開
・
援
助
は
。

答
弁
総
務
課
長　

76

行
政
区
中
37
行

政
区
で
結
成
。
そ
の
７
割

で
訓
練
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
参
加
者
が
少
な

い
と
い
う
課
題
も
あ
り
、

訓
練
方
法
の
事
例
紹
介
や

防
災
資
機
材
費
の
補
助
等

に
よ
り
、
活
動
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

衛
生
管
理
情
報
の

共
有

質
問
①
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
状
況
は　
②

町
管
理
施
設
で
の
管
理
体

制
は　
③
職
員
は
、
衛
生

管
理
の
知
識
を
有
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。
ま

た
、
庁
舎
内
で
の
緊
急
時

の
対
応
は
取
れ
る
の
か
。

答
弁
学
校
教
育
課
長

ほ
か　

①
「
学

校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」

に
よ
り
、
細
心
の
注
意
の

も
と
で
対
応
し
て
い
ま
す　

②
各
施
設
と
も
に
衛
生
管

理
指
導
及
び
保
健
所
に
よ

る
監
視
指
導
を
受
け
て
い

ま
す　

③
一
人
一
人
の
意

識
の
向
上
を
進
め
た
い
で

す
。

き
ま
す
。

少
子
化
、
何
が

　

起
こ
っ
て
い
る

質
問
少
子
化
の
中
で

現
実
に
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
の
具
体

的
な
手
立
て
を　
①
Ｐ
Ｔ

Ａ
運
営
・
会
費
の
現
状　

②
学
校
応
援
団

の
取

り
組
み
を
全
町
で
共
有
化

に　
③
地
域
で
の
子
ど
も

の
活
動
が
見
え
る
学
校
教

育
、
積
極
的
に
地
域
の
活

用
を
。

答
弁
生
涯
学
習
課
長　

①
②
優
れ
た
取

り
組
み
を
各
学
校
に
提

供
・
発
信
し

て
い
き
ま
す　

③
「
地
域
の

元
気
を
つ
く

る
学
校
」「
地

域
で
子
ど
も

の
活
動
が
見

え
る
学
校
教

育
」
を
テ
ー

マ
に
各
校
に

働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

の
対
応
と
回
答
書
の
作
成

を
し
て
い
ま
す　

②
今
年

度
中
、
計
画
書
の
更
新
に

加
え
て
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
の
各
戸
配
布
を
行
な
い

ま
す　

③
防
災
計
画
内
に

あ
り
ま
す
が
、
現
状
に
合

わ
せ
た
体
制
を
確
立
し
ま

す　

④
考
え
て
い
き
た
い

で
す　

⑤
都
市
政
策
課
が

中
心
と
な
り
、
対
策
を
考

え
て
い
き
ま
す　

⑥
防
災

資
機
材
の
購
入
に
対
す
る

補
助
を
始
め
ま
し
た
。
ま

た
、
避
難
訓
練
の
計
画
と

協
力
を
進
め
ま
す　

⑦
新

防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
配

布
に
伴
い
、
各
地
区
へ
の

説
明
会
な
ど
を
進
め
ま

す
。

質
問
現
状
の
態
勢
の

確
認　
①
住
民

か
ら
の
提
案
箱
「
ア
イ

ち
ゃ
ん
」
へ
の
対
応
は　

②
「
小
川
町
地
域
防
災
計

画
」
は
、
町
民
へ
の
周
知

や
対
策
は
進
ん
で
い
る
の

か　
③
緊
急
時
な
ど
連
絡

体
制
の
確
認　
④
防
災
行

政
無
線
の
使
用
に
明
確
な

判
断
基
準
は
あ
る
の
か　

⑤
空
き
家
対
策
の
新
し
い

法
律
が
施
行
さ
れ
た
が
、

今
後
の
対
応
は　
⑥
自
主

防
災
組
織
と
の
協
力
体
制

は　
⑦
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
避
難
所

の
周
知
な
ど
、
住
民
と
の

情
報
共
有
は
。

答
弁
総
務
課
長
ほ
か　

①
関
係
部
署
で

駅舎整備

駅北口開設に期待して

役場の態勢

情報の共有体制は

協議を進めていきます

体制として確立したものではないです

山口勝士議員

島﨑隆夫議員

小川町駅北側

組
も
う
で
は

な
い
か
。

答
弁
子
育

て
支

援
課
長

　今
後

検
討
し
て
い
き

ま
す
。
特
に
多

子
世
帯
支
援
を

積
極
的
に
行

な
っ
て
い
き
ま

す
。

　
市
街
地
の
道
路
整

備
を
積
極
的
に

質
問
狭
い
道
路
の
後

退
用
地
買
い
上

げ
・
分
筆
費
用
補
助
等
、

法
第
42
条
2
項
道
路
後
退

基
準
の
見
直
し
を
。

答
弁
建
設
課
長

　今

後
、
財
政
・
関

係
部
署
と
協
議
し
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。　

さ
ら
に
第
５
次
総
合
振
興

計
画
で
具
体
的
に
検
討
し

ま
す
。

質
問
当
町
の
出
生
数

が
年
々
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
が
、
給
食

費
無
料
・
保
育
料
減
免
・

多
子
世
帯
用
共
同
住
宅
及

び
優
遇
支
援
策
・
託
児
ス

ペ
ー
ス
つ
き
共
用
オ
フ
ィ

ス
・
駅
近
保
育
所
等
、
子

育
て
総
合
施
設
等
で
き
る

こ
と
か
ら
す
ぐ
に
、
取
り

質
問
現
在
の
持
ち
家

建
築
は
家
賃
並

み
の
返
済
金
で
、
子
ど
も

が
小
学
校
入
学
前
に
と
の

こ
と
で
９
割
が
30
歳
前
後

で
あ
る
。
若
い
子
育
て
世

帯
で
は
共
働
き
と
な
り 

、

金
銭
面
・
制
度
面
等
思
い

切
っ
た
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
。

答
弁
子
育
て
支
援
課

長

　人
口
ビ

ジ
ョ
ン
、総
合
戦
略
策
定
、

子
育
て
支
援

定
住
策
の
充
実
を
総
合
戦
略
で
具
体
的
に

第
５
次
総
合
振
興
計
画
で
具
体
的
に
検
討
し
ま
す

大戸久一議員

土
砂
災
害
防
止
を

質
問
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
内

で
、非
常
に
危
険
な
腰
上・

古
寺
地
域
の
避
難
体
制

は
。答

弁
総
務
課
長

　早

め
の
避
難
勧
告

を
発
令
し
、
災
害
発
生
前

の
避
難
誘
導
に
努
め
ま
す
。

町の顔としての駅に
したいなぁ！

質
問
駅
北
口
計
画
に

つ
い
て　
①
木

質
化
・
紙
を
生
か
す
設
計　

②
住
民
参
加
の
ス
ペ
ー
ス

は　
③
現
在
の
木
造
駅
舎

活
用
を　
④
ト
イ
レ
を
直

ち
に
洋
式
に
。

答
弁
都
市
政
策
課
長　

①
②
③
駅
舎
及

び
自
由
通
路
設
計
業
務

は
、
東
武
鉄
道
が
実
施
す

る
予
定
で
す
。
現
在
の
駅

舎
を
整
備
し
、
共
有
ス

ペ
ー
ス
や
和
紙
展
示
な

ど
、
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す　

④
当
町
に
来
て
く

だ
さ
る
方
々
な
ど
の
実
態

を
把
握
し
、
検
討
し
て
い

まちづくり提案箱「アイちゃん」

 学校における学習活動、安全確保、環境整備などについて、ボランティア
として協力・支援を行なう保護者・地域住民による活動組織です。

子育て支援、余裕は
ないよ。一刻も早くね。

職員は知識を共有し、
住民サービスを充実
してください


